
４月 ５月 ６月 ７月　 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

【第１回】
９月１６日

【第２回】
１２月１０日

【第３回】
３月２２日

【第１回】
６月１０日

Zoom

【第２回】
８月１７日

【第３回】
９月２９日

【第４回】
１１月８日

【第５回】
１月６日

【第６回】
２月１５日

【５年未満研修①】
７月１３日

【５年未満研修②】
９月１４日

【５年未満研修③】
１１月９日

【５年未満研修④】
１月１１日

【５年未満研修⑤】
３月１５日

６月２４日
６月３０日

８月５日（７月分）
７月２７日

８月３０日
９月１日（８月分）

９月２７日
１０月２０日（９月分）

１１月２日（１０月分）
１１月１７日（１０月分）

１１月１６日
１１月２９日

１２月１５日 １月１７日 ３月４日（２月分）
３月　日
３月　日

７月２９日

４月１９日 ５月３１日 ８月１３日
１０月８日（コアメンバー）

１０月２２日（コアメンバー）
２月１６日

２月９日（打合せ）

【第1回】
７月１４日

【第２回】
１１月１６日

【第３回】
１月２７日（打合せ）

【第１回】
５月２６日

Zoom＋対面

【第２回】
８月１０日

Zoom + 対面

【第３回】
１２月３日

対面

９月１４日 １０月６日 １月１３日 ２月９日

【第１回】
４月２０日

Zoom＋対面

【第２回】
６月４日

Zoom＋対面

【第３回】
１２月２４日

【第４回】
３月２５日

４月７日
Ｚｏｏｍ＋対面

８月１１日
Zoom＋対面

１１月１８日 ２月７日

事業開始説明会
７月６日

アンケート実施

事業開始説明会
（相談支援専門員向け）

相談支援部会内

事業開始説明会
（通所系向け）

７月７日

【第１回】
６月２２日

Zoom

【第２回】
９月２８日

【第３回】
１２月２０日

【第４回】
３月８日

相談支援専門員向け
成年後見制度啓発研修

【第１回レビュー会議】
８月６日

【第２回レビュー会議】
３月１日

【第１回】
５月１９日

タイム ９月２４日

ビオラ和泉

ペパーミント ９月２７日

【第４回】
１０月２６日

【第１回】
４月２７日

【第２回】
６月２９日

ワ
ー

キ
ン
グ

【第６回】
２月２２日

全体会

全体会

相談×就労

就
労
支
援
部
会

一般就労への移行

地
域
生
活
支
援
拠
点
部
会

院
内
茶
話
会
・
院
内
説
明
会

和泉中央病院

和泉丘病院

地
域
移
行
部
会

全体会

全
体
会

オンライン

対面

　　　令和３年度　基幹相談支援センター　年間活動計画

地域自立支援協議会

推進会議

６月２１日 ７月１２日 ８月３日

【第１回】
４月２６日

事前打合せ ４月７日

【第２回】
６月２１日

【第３回】
８月２３日

【第３回】
８月２４日

５月１３日
５月２７日

相
談
支
援
部
会

全体会

（
エ
リ
ア
別

）

その他

基
幹
委
託
連
携
会
議

虐待関連

権
利
擁
護
の
取
組

事業所対象研修

法律相談（定例）

令和４年１月～

９月２８日

事前打合せ

ＳＳ・ＧＨ事業者連絡会

５年未満研修会

～令和３年１２月まで

阪和いずみ病院

事業所訪問

事前打合せ

リーダー会

機関連携

工賃向上

２月４日
２月８日

【第４回】
１０月２５日

【第５回】
１２月２０日

【第６回】
２月２８日

【第５回】
１２月２１日

資料１－１

事業所見学会は感染予防の観点から中止

コロナウイルスの病院内感染予防のため、開催方法を検討中

同一回・同一内容

ケース検討ワーキング統合

共同受注グループ作成に向けコアメンバーを結成し、取組みの進捗に合わせて随時開催。最低月1回を目安

開催時期は決まっていないが、全体での共有事項がある時に、メールまたは、オンラインにて実施するイメージ

必要時

ひと月に2事業所ずつ実施

7月末～障がい者福祉施設従事者等対象 動画視聴による啓発開始



権利擁護の取組み 

 

目標 取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

①権利擁護研修 

・令和４年４月より、障がい福祉サービス事業所にお

いて虐待防止委員会の設置や虐待防止マニュアル

の作成等が義務となるため、すべての事業所が自主

的に虐待防止委員会の設置やマニュアルの作成等

を行うための効果的な動機付けを行う。 

・成年後見制度の利用推進のため、相談支援専門員が

制度利用についてイメージでき、その必要性に気付

いてもらえるような働きかけを行う。（研修会の実

施） 

 

②法律支援事業 

・法的見解が必要となる相談ケース等に対応するた

め、引続き法律支援事業（定例法律相談、随時法律

相談）を活用していく。 

・法律支援事業を利用したケースの事例集を更新し、

市内の相談支援事業所へ周知することで、各担当ケ

ースの課題が大きくなる前に法律相談を活用して

もらう。（令和２年度、和泉市内の全特定相談支援

事業所に配布済） 

 

 

 

①権利擁護研修 

＊成年後見制度の利用促進 

相談支援部会で成年後見制度利用の効果を困りごと別に確認でき

る『成年後見制度活用チェックリスト』を用い権利擁護の視点の周知

啓発行った。 

＊【定例部会】第６回 ２月２２日（火）対面 ２月２８日（月）ZOOM 

『将来を見据えた支援 リスクマネジメントについて考えよう』 

『課題抽出に関すること』 

＊【参加型研修】第４回 １月１１日（火） 

『将来を見据えた支援 リスクマネジメントについて考えよう』 

 

②法律支援事業 

＊定例法律相談（年４回開催） 

第３回：１２月２０日（月）（２事例） 

『施設従事者による金銭搾取』『利用者からの過度の要求への対応』

等について相談し、法的根拠に基づく回答を得ることができた。 

第４回：３月８日（火）（３事例） 

『保佐・補助相当での代理・同意行為目録の選択』『従事者虐待が疑

われる利用者からの契約解除による介入拒否』等について相談し、法

的根拠に基づく回答を得ることができた。 

 

＊随時法律相談（今年度の利用件数１３件＝２月末現在） 

『コロナ禍での就 B 工賃の取扱い』『携帯電話未払い金への対応』等

について相談し、就 Bでの利用者対応は労働基準法に適用されないこ

とや携帯電話未払い金の商事債権についての説明を受け、適切な支援

に繋げることができた。 

 

＊事例集 

令和２年度に法律支援事業を活用した事例に基づき事例集の更新及

び再発行を行い、社協ホームページ上に掲載した。 

第６回相談支援部会にて事例集に基づき再度事業活用の効果説明を 

行った。 

 

①権利擁護研修 

対面研修に固執せず、幅広い方法で効果的な研修が実施できるよう工

夫していく。『成年後見制度の利用促進及び体制整備』の中での役割

を意識しながら計画的な研修計画を立て実行する。 

＊成年後見制度利用促進に向けた研修会の開催 

＊施設従事者等虐待防止への取り組み 

各事業所での虐待防止に向けた体制整備が義務化される中、事業所で

の研修企画の一助となればと考え『利用者の特性や向き合い方』をテ

ーマに研修動画を作成し社協ホームページに掲載していく。 

 

 

②法律支援事業 

事業を活用し法的見解を得ることでより適切な支援に繋げることが

できた。今後も継続して活用すると共に特定相談支援事業所がケー

スを通して活用効果を実感できるよう、定例法律相談の傍聴や『法

律支援事業活用マニュアル（事例集）』の社協ホームページ上に掲載

する。 

 

＊定例法律相談（年４回） 

＊随時法律相談 

 

 

 

 

令和３年度第３回和泉市障がい者地域自立支援協議会 
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権利擁護の取組み 

 

目標 取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

③虐待レビュー会議 

・対応に苦慮する虐待ケースが出てくる可能性もある

ことから、毎月の基幹相談支援センター内のレビュ

ー会議で各ケースの進捗状況を確認し、対応方法等

の話合いの機会を通じて課題解決につなげる。 

・虐待対応から通常のケース対応に切替えるタイミン

グや、課題の解決または虐待対応の終結に向けた支

援の方向性の確認や検討、情報共有の場として、今

後も市と基幹相談支援センターによる虐待レビュ

ー会議の開催を継続する。 

 

③虐待レビュー会議 

・基幹相談支援センターでは、毎月進捗状況の確認を行っている。 

・市とのレビュー会議 ３月１日（火） 

 

 

 

 

 

 

 

③虐待レビュー会議 

・基幹相談支援センター内では引き続き、毎月進捗確認を行う。 

・市と基幹相談支援センターのレビュー会議を年２回開催する。 
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令和３年度第３回和泉市障がい者地域自立支援協議会 
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☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

☑

資料１－２①



相談支援部会 

目標 取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

①相談支援の質の向上 

◎定例部会（偶数月開催） 

（１）「意思決定支援」を中心とした取組み 

計画作成の一連の流れを基に、架空の共通事例を通

してワークを行い、相談支援専門員のスキル底上げ

を図る。 

⇒年間での具体的なテーマを決め実施 

（２）制度の理解（事務連絡含む） 

制度情報等、正確な知識を習得し支援に活かす。 

 

◎参加型研修（奇数月開催） 

実務経験５年未満の相談支援専門員を対象に、各部

会での取組みを実際のケアマネジメントに活用出

来るよう、学びの場を提供する。 

 

◎事業所訪問 

基幹相談支援センターと委託相談支援事業所のペ

アで、市内の相談支援事業所に出向き、事業所での

ケースの傾向や、業務上の課題等について伺い、相

談支援体制の充実を図る。（１ヶ月に、２事業所ず

つ実施） 

 

 

 

 

②機関連携・社会資源の活用 

（１）機関連携 

各関係機関の見える化を図り、各々の機能を理解

し、効果的に活用する。 

 

（２）社会資源 

相談支援専門員の力量に偏らない、社会資源に関す

る情報の充足を図る。 

⇒「社会資源集」として継続的に更新していく。 

①相談支援の質の向上 

◎定例部会（偶数月開催） 

第５回 １２月２０日（月）ZOOM １２月２１日（火）対面 

『機関連携に関すること』 

第６回   ２月２８日（月）ZOOM  ２月２２日（火）対面 

    『課題抽出に関すること』 

    『将来を見据えた支援 リスクマネジメントについて考え

よう』 

 

◎参加型研修（奇数月開催） 

第４回 １月１１日（火）『将来を見据えた支援 リスクマネジメン

トについて考えよう』 

第５回 ３月１５日（火）『医療機関との連携を考えてみよう』 

 

◎事業所訪問 

コロナ感染拡大により、１２月以降事業所訪問が予定通り進んで

いない。 

訪問事業所数 １３件 

 

１月までの事業所訪問で確認した相談支援専門員の困りごと（課題）

を『事業所より上がった意見』（資料１－３①）としてまとめ２月定

例部会でフィードバックし、『困りごとの背景にあること』について

参加者と検討を行った。 

※残り今期の内容については４月にフィードバックする。 

 

②機関連携・社会資源の活用 

（１）機関連携 

１０月に『社会資源集』を更新し相談支援部会内で活用の再周知を

行った。 

 

①相談支援の質の向上 

◎定例部会（偶数月開催） 

今年度までは、事務局が中心に部会内容を検討し相談支援専門員の

質的向上を目指す取り組みを行ってきたが、次年度は相談支援専門

員の困りごと（課題）を基に相談支援専門員が主体的に困りごと（課

題）を解決するための場として部会運営を行っていけるよう支援し

ていく。 

令和３年度の事業所訪問の評価を行った上で、良かった点や確認し

た相談支援専門員の困りごと（課題）について共有、今後の対応を

部会の中で検討していく。 

例）勉強会や他機関との交流会の開催など 

 

◎参加型研修 

今年度は経験年数５年未満を対象にケアマネジメントに係る一連

の流れの基本を学ぶ場とした。市内全域の事業所に開催案内を行っ

たにも関わらず、対象者の３割程度しか参加が無かった。 

次年度は、参加型研修は開催せず、事業所訪問の中で、経験年数の

浅い方の困りごとについて個別フォローしていく。 

 

◎事業所訪問 

次年度も引き続き、基幹相談支援センターと委託相談支援事業所

のペアで、市内の相談支援事業所に出向き、事業所でのケースの

傾向や、業務上の課題等について伺い、相談支援体制の充実を図

る。（２事業所／月） 

 

②機関連携・社会資源の活用 

（１）機関連携 

就労支援事業所との連携に限らずケアマネジメントの質向上に向

け、事業所や社会資源等との適切なマッチングが行えるよう取組み

を行う。 

（２）社会資源 

事業所の情報に限らず相談支援として必要な社会資源情報を『社会

資源集』として継続的に発信（更新）していく。 

 

令和３年度第３回和泉市障がい者地域自立支援協議会 
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就労支援部会 

 

目標 令和３年度の取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

①周知 

＊事業所の情報周知 

⇒継続的に事業所の最新情報を発信（パンフレットを

更新）していく。 

ニーズに応じて出来る範囲でアップデートを行う。 

 

②関係機関との連携体制の構築 

（１）和泉支援学校との連携体制の構築 

⇒取組みについて再検討していく。 

（２）特定相談支援事業所との連携体制の構築 

⇒取組みについて再検討していく。 

 

 

 

③一般就労への移行 

＊支援者のスキル向上に関する取組み 

⇒実事例を基に関係機関（ハローワーク等）との連携

方法（タイミングや内容）を検証し、支援者のスキ

ル向上を目指し、一般就労への移行に繋げる。 

実事例を基に整理した支援のポイントを就労移行支

援ガイドラインに落とし込み、完成させていく。 

 

 

 

④工賃向上 

（１）共同受注システムの構築 

・共同受注システムの構築を行う。 

⇒除草作業の取組みを基に、共同受注の在り方につい

て検討していく。 

（２）支援者のスキル向上に関する取組み 

 

①周知 

＊事業所の情報周知 

各リーダーからパンフレットの内容について意見を頂き、パンフレッ

トに記載する内容のアップデートを行った。 

 

 

②関係機関との連携体制の構築 

（１）和泉支援学校との連携体制の構築 

進路に対する学校側の困りごとについて、部会として出来ることを

検討していく。 

⇒３月９日に和泉支援学校へ訪問し、進路に関する学校側の困り事を

確認出来た。 

（２）特定相談支援事業所との連携体制の構築 

 

③一般就労への移行 

今後の展開について意見交換を実施し、以下の取組みを行う事とな

る。 

（１）実習先確保及び一覧表の作成 

中学校の職場実習のような取組みイメージ。職場での就労機会を普

遍的に設けることで障がい者の就労に対するイメージをより具体的

にすることが狙い。 

（２）就職先の確保 

和泉市無料職業紹介センターとの連携について協議を行った。 

 

④工賃向上 

（１）共同受注システムの構築 

共同受注グループ周知用のチラシ及びカタログの作成、及び周知先

について協議を行い、役割分担することが出来た。 

（２）販路拡大 

各事業所の販売方法について共有、意見交換を実施、授産製品の販

売イベント開催について協議することが出来た。 

 

①周知 

＊事業所の情報周知 

随時更新や動画を活用した情報発信ができるよう、ウェブサイトを

活用した運用をしていく。 

 

 

②関係機関との連携体制の構築 

（１）和泉支援学校との連携体制の構築 

進路に関する学校側の困り事の中から、就労支援部会として協力

出来ることを検討し実施していく。 

 

（２）特定相談支援事業所との連携体制の構築 

取組みについて再検討していく。 

 

③一般就労への移行 

（１）実習先確保及び一覧表の作成 

実習に関するルールを作成し、小規模的に実施する。実施する中

で出てきた課題について協議しながら、少しずつ規模を広げてい

く。併せて実習時にどのような情報共有が有効か検証し、実習振

返りシートを作成していく。 

（２）就職先の確保 

和泉市無料職業紹介センターとどのような連携が出来るのか意見

交換を実施し、連携体制の構築に向けて協議を進める。 

 

④工賃向上 

（１）共同受注システムの構築 

共同受注グループの周知を行い、受注依頼を拡大していく。 

（２）販路拡大 

既存の販路の拡大についての協議、授産製品の販売イベントを実

施していく。 
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就労支援事業所が考える、無料職業紹介センターとの連携イメージ

就労支援事業所
課題：個別ニーズに合った企業開拓

が困難

無料職業紹介センター
機能：雇用促進、職業紹介、企業訪問

企業

２ 企業へアプローチ
本人の希望や状況等を踏まえて企業に対して
アプローチを行う。
・職場体験
・障がい者雇用の開拓
・求人の調整 など

１ 無料職業紹介センターへ相談・登録
事業所における訓練等を経て就職活動等に関して相
談・登録を行う。
・どんな仕事を探すのか
・採用過程（面接、トライアル雇用、体験）
・雇用形態（フルタイム、短時間労働）など

★将来的には、企業から障がい者雇用の相談が無料職業紹介センターに上がってくる

３ 面接動向等の支援
企業アプローチでの調整により、同
行して面接等を行う。
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１

 ラスクギフトセット

  

１-  食

スクギフトセット

食 品 

スクギフトセット（9
価格（税込）

商品説明

内容量

賞味（費）期限

アレルギー品目

納品時期

ＰＲ

価格（税込）

商品説明

内容量

賞味（費）期限

アレルギー品目

納品時期

ＰＲ

 弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆

個入） 
価格（税込）

商品説明 

内容量 

賞味（費）期限

アレルギー品目

納品時期 

ＰＲ 

価格（税込）

商品説明 

内容量 

賞味（費）期限

アレルギー品目

納品時期 

ＰＲ 

弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆

価格（税込）  1,100

6 種類
レモンライム
3種類
どれも
ります

ぷれーんらすく
こうちゃらすく

ふ(きなこ
スク

賞味（費）期限 製造

アレルギー品目 乳・

� 
� 
大阪府和泉市
所のらすく
コッペパンを
サクッと

価格（税込）  

 

 

 

 

賞味（費）期限  

アレルギー品目  

� 
 
 
 

弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆

1,100 円（税

種類の味のコッペパンラスク
レモンライム、
種類の味の麩ラスク

どれも「軽い口当
ります。 

ぷれーんらすく
こうちゃらすく

きなこ)らすく
スク 

製造から約 1ヶ

・小麦 

 店頭にて随時
 配送の場合

大阪府和泉市で
のらすく工房

コッペパンを使
サクッと焼き上

  

弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆

円（税抜）＊社福法人のため税不要

のコッペパンラスク
、紅茶、コーヒー
ラスク(梅、

口当たり」というお

ぷれーんらすく、みるくらすく
こうちゃらすく、きびらすく

らすく、ふ(梅)

ヶ月 

随時 
場合、ご依頼から

で活動している
工房で作っております

使って、軽く
上げたラスクの

弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆

＊社福法人のため税不要

のコッペパンラスク(プレーン
コーヒー、きび砂糖

、砂糖醤油、
というお言葉を

みるくらすく、こーひーらすく
きびらすく、れもんらいむらすく

)らすく、ふ

から 4日後。 

している障がい者就労訓練事業
っております。 

く焼き上げたラスクと
げたラスクの 2種類が楽

弁当、パン、焼き菓子、コーヒー豆 

＊社福法人のため税不要 

プレーン、ミルク
砂糖) 

、きなこ) 
を頂戴してお

こーひーらすく 
れもんらいむらすく

[各 22g／袋
ふ(砂糖醤油)ラ

[各 20g／袋

 

者就労訓練事業

げたラスクと麩を
楽しめます。
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２

 ともニャンタオルセット

  

  

２-  日用雑貨

ともニャンタオルセット

日用雑貨

ともニャンタオルセット
価格（税込）

商品説明

内容量

賞味（費）期限

納品時期

ＰＲ

価格（税込）

商品説明

内容量

賞味（費）期限

納品時期

ＰＲ

価格（税込）

商品説明

内容量

賞味（費）期限

納品時期

ＰＲ

日用雑貨・手芸品・

ともニャンタオルセット A (平地
価格（税込）

商品説明 

内容量 

賞味（費）期限

納品時期 

ＰＲ 

価格（税込）

商品説明 

内容量 

賞味（費）期限

納品時期 

ＰＲ 

価格（税込）

商品説明 

内容量 

賞味（費）期限

納品時期 

ＰＲ 

・手芸品・

平地つきプリントタオル
価格（税込） 1,000

平地
タオル
サイズ
ギフト

賞味（費）期限 なし

店頭
配送
大阪府和泉市
練事業所
す。
160
10 枚
全てに
つき
たかわいい
お使
いかも
どれも
球がかわいい
を頂戴

価格（税込）  

 
 
 
 
 
 

賞味（費）期限  

 

 
 
 
 

価格（税込）  

 
 
 
 
 
 

賞味（費）期限  

 

 
 
 

・手芸品・雑貨・アクセサリー

つきプリントタオル
00 円（税抜

平地つきタオルにねこの
タオル 
サイズ:34cm×85cm
ギフト袋１袋

なし 

店頭にて随時
配送の場合、
大阪府和泉市
練事業所のショップともにで

。 
160 匁と使いやすい

枚セットと
てに色違い

つき。さらに
たかわいい。

使いになる
いかも! 
どれも「ステッチが

がかわいい
頂戴しております

・アクセサリー

つきプリントタオル 5 枚組
抜）＊社福法人のため税不要

つきタオルにねこの

:34cm×85cm 
５枚入り 

。 
ご依頼から

大阪府和泉市で活動している
のショップともにで

いやすい大きさの
セットと多用途にお

い、柄違いのネコの
さらに、タオルの

 
いになる人別や用途別

ステッチが入っててかわいい
がかわいい」と猫好きさんの

しております。 

・アクセサリー

枚組) 
＊社福法人のため税不要

つきタオルにねこの肉球をプリントした

 

から 4 日後。
している障がい

のショップともにで作

きさの白無地
にお使いいただけます
いのネコの肉球

タオルの周りのステッチがま

用途別で色分

っててかわいい
きさんの間
 

・アクセサリー 

＊社福法人のため税不要 

をプリントした

。 
がい者就労訓
っておりま

白無地タオルが
いいただけます。

肉球プリント
りのステッチがま

色分けしてもい

っててかわいい」、「肉
間からお言葉
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３

 ポスティング

  

  

  

３- 作業

ポスティング 

作業・役務

価格（税込）

作業の説明

納期設定

作業上の注意

ＰＲ

価格（税込）

作業の説明

納期設定

作業上の注意

ＰＲ

価格（税込）

作業の説明

納期設定

作業上の注意

ＰＲ

価格（税込）

作業の説明

納期設定

作業上の注意

ＰＲ

・役務 農作業・畑作業・ポスティング

価格（税込）

作業の説明 

納期設定 

作業上の注意

ＰＲ 

価格（税込）

作業の説明 

納期設定 

作業上の注意

ＰＲ 

価格（税込）

作業の説明 

納期設定 

作業上の注意

ＰＲ 

価格（税込）

作業の説明 

納期設定 

作業上の注意

ＰＲ 

農作業・畑作業・ポスティング

価格（税込） 3 円／枚（

 和泉市内
含む
います
1 ヶ

作業上の注意 ＊天候
＊作業完了時期
す。
 

価格（税込）  

  
 
 
 

作業上の注意  
 
 
 
 

価格（税込）  

  
 
 
 

作業上の注意  
 
 
 
 

価格（税込）  

  
 
 
 

作業上の注意  
 
 
 
 

農作業・畑作業・ポスティング

円／枚（5,000

和泉市内を中心
む、配布可能

います。 
ヶ月／6,000

天候によって
作業完了時期
。 

農作業・畑作業・ポスティング

5,000 枚以上から）

中心に、戸建
配布可能な場所へのポスティングを

6,000 枚程度（

によって作業できない
作業完了時期が多少前後

農作業・畑作業・ポスティング

枚以上から） 

戸建て住宅、
へのポスティングを

（過去実績より

できない日があります
多少前後することがありま

農作業・畑作業・ポスティング 

、集合住宅を
へのポスティングを行

より） 

があります。
することがありま
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地域移行部会 

 

目標 令和３年度の取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

①退院支援の質の向上 

＊医療と福祉の連携 

＊退院促進 

⇒これまで地域移行支援、医療と福祉の連携に焦点を

当ててきたが、今後事務局としては、それらも含め

「精神障がいにも対応した地域包括ケアシステム

の構築に向けた取り組み」を検討していきたいと考

えており、今後の部会で、提案、協議予定。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②院内茶話会の在り方について 

＊退院意欲の喚起・社会資源の情報提供 

 

①退院支援の質の向上 

＊医療と福祉の連携 

＊退院促進 

⇒１２月３日 第３回地域移行部会を実施。今後、「精神障がいにも

対応した地域包括ケアシステムの構築に向けた取組み」を実施し

ていくことを説明し、合意を得た。 

 進め方として、取組み事項を選定していくうえで課題抽出を行う

こととし、各関係機関、当事者、家族会などへアンケート、ヒア

リングを予定している。 

 

  ２月２５日：和泉丘病院へヒアリング実施 

２月２８日：阪和いずみ病院へヒアリング実施 

月    日：和泉中央病院へヒアリング実施 

  ２月下旬：対象事業所（右図）に向けアンケート送付及びヒアリ

ング 

  ３月下旬：アンケート及びヒアリングの結果を取りまとめ 

   

＊新メンバーの追加 

  精神障がい者のピアサポート活動代表者 

医療機関 

訪問看護代表者 

サービス事業所代表者 

  に対してオファーを行い、次年度より参加して頂く予定。 

 

②院内茶話会の在り方について 

＊退院意欲の喚起・社会資源の情報提供 

 

①精神障がいにも対応した地域包括ケアシステムの構築 

アンケート及びヒアリングの結果を基に、具体的にどのような取組

みを実施するか検討していく。 

 

 

令和３年度第３回和泉市障がい者地域自立支援協議会 
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対象事業者 

アンケート 

・障がい福祉サービス事業所 

・精神科訪問看護事業所 

・精神科クリニック 

・チームみずいろ（ピアサポーター） 

 

ヒアリング 

・和泉市内４か所の精神科病院  

・あじさい会（精神障がい者家族会） 

・和泉市内４か所の地域包括支援セン

ター 

・CSW（一部アンケート） 



 

 

地域移行部会 ヒアリング・アンケート項目 

 

●利用者のなかで精神障がいの人は何割いますか？ 

 

●事業所内で精神保健福祉士やそれに準ずる職員（精神障害者への支援の経験豊富な）はいますか 

 

●精神障がいがある人を支援するうえで、課題と感じることを当てはまる項目に記入してください。 

・対応に困ったこと、うまくいかなかったケースがあれば、具体的に記載してください 

 

・その場合どうしていますか？ 

 

・なにがあれば良かったですか？こんなものがあれば良かったというものはありますか？ 

 

●日頃よく連携する機関はどこですか？ 

 

●精神障がいがある人の支援について知りたいこと（学びたいこと）はありますか？ 

 

●こんな支援や社会資源（フォーマル、インフォーマル問わず）があれば良いと思うものはありま

すか？ 

 

●地域で精神障がいがある人の理解は進んでいると思いますか？ 

 

●地域住民の理解促進のために、どんな取組みがあれば良いと思いますか？ 

 

●家族支援、家族理解について、課題だと思うこと、苦慮されたことはありますか？ 

 

●医療機関（精神科病院）との連携で課題と思うところはありますか？ 

 

●精神障がい者ピアサポーターについて、活用したいと思うこと、やって欲しいことなどはありま

すか？ 
 

 

 

 

 

 

 

※アンケート内容については、配布先により多少異なります。 
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地域生活支援拠点部会 

 

目標 令和３年度の取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

①事業運用の推進（「相談」・「緊急時の受入れ・対応」

の機能） 

・相談支援専門員に拠点事業について周知し、対象と

なるケースについての登録を進める。（相談支援部

会との連携） 

・障がい者相談支援センターを中心に、ケースの抽出

や登録にかかる準備や手順についての助言、および

登録後の個別ケース検討（によるリスクマネジメン

ト）等を、相談支援専門員と共に行う。 

・相談支援専門員の、アセスメント・リスクマネジメ

ント力の向上により、個々の支援体制の充実を図

る。 

 

 

 

 

②課題の抽出・検証・改善による機能強化 

・実ケースを通じ、登録や対応を進める中での“つま

ずき”や課題などを整理、また登録対象外だがリス

クがある、もしくは実際に緊急対応した等のケース

の実態把握を行い、検証・手法の検討を実施し、改

善に取組む。 

 

＊短期入所・共同生活援助の利用以外の対応の検討 

・施設利用が困難、もしくは適切でない場合や医療的

ケアが必要な方への対応として想定している在宅

支援等について、受入れ実態や事業所（居宅介護事

業者、訪問看護、医療型短期入所事業者）の意向を

踏まえ、事業所の協力体制を構築していくための手

法について検討する。 

 

 

①事業運用の推進（「相談」・「緊急時の受入れ・対応」の機能） 

・事業にかかる緊急対応に対する加算について、相談支援部会（１

２月）にて相談支援専門員へ周知。 

・相談支援専門員へ、事業の周知や利用促進の働きかけを継続。（事

業所訪問、障がい福祉課にて受給者証更新時等にピックアップ） 

・他市との広域的な連携（互いの事業内容を市内相談支援専門員へ

周知、相互受入れ協力体制の構築など）を目的に、岸和田市と意

見交換実施。（１月） 

 

 

 

 

 

 

 

 

②課題の抽出・検証・改善による機能強化 

＊短期入所・共同生活援助の利用以外の対応の検討 

・在宅スキームを検討していくにあたり、個別の状況が想像しにく

く、どういった支援が必要か検討していく上でイメージを明確に

するため、９月に行った相談支援専門員への「短期入所利用困難

者アンケート」を元にヒアリングを実施。 

・併せて、部会メンバーからも登録対象外だが緊急事態の発生が懸

念される「気がかりなケース」を集約。 

・上記事例を踏まえ、部会にて、在宅における緊急時対応を想定し

ながら、また短期入所利用の受入れ拡大の可能性も視野に、問題

点や検討が必要な点を整理し、今後の動きを検討。また１事例に

ついて、実際に対応フローに沿って事例検討を３月中に行う。 

 

 

 

引続き整備方針に基づき、事業運用の促進と事態発生時の円滑な対

応の実施に取組む。「相談」「緊急時の受入れ・対応」以外の機能に

ついても段階的に検討・実施を進め、地域生活支援拠点の整備・強

化・評価・改善等を継続する。 

 

①事業運用の推進（「相談」・「緊急時の受入れ・対応」の機能） 

・引き続き、相談支援部会等と連携しながら、周知や利用促進の働

きかけ、登録作業の進捗確認を行っていく。 

・現時点において短期入所利用困難なケースを利用につなげる方法

や、受入れが可能になる方法についても、検討していく。 

・医療的ケアが理由で短期入所利用が困難な方もおられることから、

短期入所における医療連携体制加算活用の可能性についても探っ

ていく。 

・周辺市との広域的な連携体制の構築に向け、取組みを継続してい

く。 

 

②課題の抽出・検証・改善による機能強化 

＊短期入所・共同生活援助の利用以外の対応の検討 

・ワーキングにて各スキームの検討を行い、在宅スキームについて

は令和５年度中の運用を目指す。（居宅介護事業者、訪問看護の巻

き込み） 

・訪問看護に部会参画を依頼し、短期入所における医療連携体制加

算活用の成功事例の共有を図ってイメージ化し、医療的ケアが必

要な方の受入れについて具体的に検討出来るようにする。 

・現行のスキームの検証・見直しについては、当面の間、障がい者

相談支援センターへの事前相談の中や事業所訪問の中で、登録要

件を満たさないケース等を聞き取って蓄積しておき、必要に応じ

て見直しを行う。 
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地域生活支援拠点部会 

 

目標 令和３年度の取組み実績と成果（令和３年１２月以降） 課題と今後の方向性 

＊短期入所事業者・共同生活援助事業者連絡会の実施 

・受入れ側が感じる課題や事例の共有、解決に向けて

の協議を深め、個々の事業所の質の向上を図る。 

・ＳＮＳの活用も視野に入れたネットワーク作りを行

い、事業者同士の連携を円滑にする（相談し易い関

係作り、日頃の情報共有）ことで、和泉市全体の受

入れ体制を強化していく。 

 

 

＊空き情報共有システム（スペースマッチ）の運用促

進 

・拠点運用開始後、実際の活用を進めていく。 

 

 

 

 

 

＊短期入所事業者・共同生活援助事業者連絡会の実施 

・短期入所事業者を対象に、「受入れが難しい対象像」や、定期利用

者の内、事前登録が必要と思われる人、事前登録が望ましいが登録

条件に合致しない人について、また医療的ケアが必要な方の短期入

所利用での受入れ拡大につなげるための検討に際し、受入れの実績

や工夫、併せて今後連絡会で話合いたい事業所の困りごと等につい

て、アンケートを実施（３月）。今後アンケートを踏まえ、連絡会で

の意見交換を予定している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊短期入所事業者・共同生活援助事業者連絡会の実施 

・受入れ側が感じる課題や事例の共有、解決に向けての協議を深め、

個々の事業所の質の向上を図ると共に、協議の場を通じたネット

ワーク作りによる円滑な連携を図り、和泉市全体の受入れ体制を

強化していく。 

 

 

 

 

＊空き情報共有システム（スペースマッチ）の運用促進 

・引続き、受入れ側事業者の更新、相談支援専門員による活用を促

していく。 
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障がい者地域自立支援協議会における委員提案シート 

 

委員名 就労支援部会 

阪本 英輝 

テーマ 泉州北障害者就業・生活支援センターによる支援 

現状・課題 泉州北障害者就業・生活支援センター（以下 就ポツ）により障が

い者に対する就労支援を実施しているが、具体的にどのような支援

を行っており、その効果を知りたい。また、就ポツの強みなどを知

ることで、就労移行支援事業者などの就労系サービス事業者とのよ

り効果的な連携体制の構築に向けた協議が必要と考える。 

また、就ポツを運営している NPO 法人チャレンジド・ネットが自

立訓練や就労継続支援 B 型を運営することでの効果や他の事業者

との連携の違いや棲み分けなども知りたい。 

目標 障害者就業・生活支援センターの支援の見える化、及び就労系サー

ビス事業者との連携のあり方の確立 

これにより、市民や就労系サービス事業者、関係機関などがどのよ

うなときにどのように就ポツを活用すればよいのかが分かる。 

取組み案 ・就ポツの支援（その効果）や連携の見える化 

・過去３年間 泉州北障害者就業・生活支援センターが相談を受け

た件数・障がい種別・性別・年齢・区分・連携（紹介）した機関や

事業所名の教えてほしい。 

関係者 泉州北障害者就業・生活支援センター 

ハローワーク泉大津 

和泉市役所 障がい福祉課 

和泉市障がい者基幹相談支援センター 

障がい福祉施設事業者 

協議事項 ・どのようなときに就ポツにつなぐのがよいのか？ 

・サービス事業者を紹介する際のポイントなどの整理。 

 

その他  
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想定している児童発達支援ネットワーク会議と和泉市障がい者施策推進協議会の 

連携イメージ（案） 

 

 令和３年度 令和４年度 令和５年度 

第２期和泉市 

障がい児福祉計画 

   

障がい者施策推進協

議会 

年２回 

８月２３日 

２月（予定） 

年２回 

８月・２月（予定） 

年２回 

８月・２月（予定） 

障がい者地域自立支

援協議会 

年３回 

９月１６日 

１２月・３月（予定） 

年３回 

９月・１２月・３月 

（予定） 

年３回 

９月・１２月・３月 

（予定） 

 

児童発達支援ネット

ワーク会議 

代表者会議 

年１回 

１２月６日 

実務者会議  

今年度５回予定 

代表者会議 

年２回（予定） 

実務者会議 適宜 

 

和泉市障がい者施策推進協議会 

和泉市児童発達支援ネットワーク会議 

和泉市障がい者地域自立支援協議会 

和泉市障がい者地域自立支援協議会 

推進会議 

和泉市障がい者地域自立支援協議会 

専門部会 

協議の報告等 

協議の報告や提案 承認・意見・依頼 

意見 

計画実施期間（R3～R5） 
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